



































































































































































































































大j を長期目撲に据える。;立の保持運動・構音動作課題、無意妹語 s 有意味諾それぞれによ
る複数治二部産生諜魁などのボトムアップアプロ…チに取り組み、実用的な明瞭度向上を!苅るc



































































































































































































のみ 0.5点で、その他の項目は 1点である。「発話明瞭度J: 1 (よくわかる)~5 (全く了
解不能)、f発話の自然度J: 1 (全く自然である)~5 (全く不自然である)、「発話特徴J: 
o (良好)"-'3 (重度の異常)、発声発諾器官検査の各項目 :0 (重度の異常)~3 (良好)。
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